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良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
旧
年
中
は
当
社
業
務
に
大

変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
一
年
間

無
事
に
事
故
無
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
戌
年
で
あ
り
ま
す
が
、

十
二
年
前
の
戌
年
で
は「
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
開

催
」
や
「
表
参
道
ヒ
ル
ズ
の
オ
ー
プ

ン
」「
神
戸
空
港
の
開
港
」
な
ど
新

し
い
も
の
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
戌
年
は
次
世
代
に
飛

躍
す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

あ
っ
た
り
、
飛
躍
へ
の
力
を
蓄
え
る

年
で
、
今
年
の
春
に
は
新
入
社
員
が

二
名
入
社
し
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人
材

が
増
え
ま
す
。
ま
さ
に
次
世
代
へ
の

飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
は
、
他
業
種
と
同
様
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
が

あ
っ
て
も
労
働
者
が
い
な
い
為
に
整

理
廃
業
や
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
に
よ
る
集
約

化
が
急
速
に
進
ん
で
、
数
年
先
の
建

設
業
界
は
劇
的
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。

戌
年
に
当
社
の
や
る
べ
き
こ
と

は
、
若
者
が
入
職
し
て
く
れ
る
環
境

を
整
え
、
働
き
甲
斐
を
も
っ
て
成
長

で
き
る
（
指
導
・
教
育
）
仕
組
み
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
に
従

事
す
る
若
者
が
仕
事
に
誇
り
を
持

ち
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で

き
る
喜
び
を
体
現
で
き
る
建
設
業
に

な
っ
た
ら
い
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
そ
の
一
歩
と
位
置
づ
け
て

次
世
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
創
業

百
七
年
目
に
入
り
、
創
業
百
十
周

年
ま
で
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
す
。

百
十
年
ま
で
に
は
組
織
体
制
を
整

え
、
次
世
代
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
な

会
社
づ
く
り
を
目
標
に
全
従
業
員
が

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
無

事
故
・
無
災
害
で
一
年
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
、
ま
た
従
業
員
が
幸
せ
で
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
体
験

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
年
明
け
よ
り

年
度
末
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
工

事
の
最
盛
期
と
な
り
、
非
常
に
慌
た
だ

し
い
時
期
に
突
入
し
ま
す
。

工
事
の
中
に
は
、
天
候
等
の
条
件
に

よ
り
、
当
初
の
工
程
よ
り
遅
れ
、
工
期

に
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
安
全
管
理
を
疎
か

に
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
無
事
故
・
無
災
害
を
継
続
さ

せ
る
た
め
に
、
い
つ
も
以
上
に
気
を
配

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
社
で
も
安
全
衛
生
委
員
会
が
主
体
と

な
り
現
場
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

今
年
の
静
岡
県
内
で
の
建
設
業
の
死

亡
災
害
発
生
状
況
は
、
十
一
月
末
ま
で

で
、
四
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
産

業
で
の
発
生
状
況
を
見
て
み
ま
す
と

二
十
五
件
と
な
っ
て
い
て
、『
墜
落
・

転
落
』
が
全
体
の
三
割
を
占
め
ま
す
。

さ
ら
に
『
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
』

が
二
割
弱
と
な
り
、
建
設
業
で
起
こ
り

や
す
い
災
害
が
半
数
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
日
々
の
安
全
管
理
に
て
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。

現
場
監
督
、
協
力
業
者
の
一
人
ひ
と

り
が
安
全
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
危

険
を
取
り
除
い
て
の
作
業
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

交
通
安
全
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
。
建
設
業
の
み
な
ら
ず
他
業
種

や
、
一
般
車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
及
び
歩
行

者
な
ど
も
年
始
等
は
忙
し
さ
等
か
ら
注

意
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。
車
の
運

転
を
す
る
際

は
、
か
も
し

れ
な
い
運
転

を
心
が
け
ゆ

と
り
の
あ
る

運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。

年
始
か
ら
年
度
末
に
向
か
っ
て
の

安
全
管
理

先
日
、
大
興
産
業
さ
ん
の
ご
厚
意
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
の
デ
モ
機
を
見
学
・

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近

よ
く
耳
に
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
す
が
、
実
際

触
れ
て
み
て
、
使
い
慣
れ
れ
ば
非
常
に

生
産
性
の
向
上
や
経
験
が
浅
く
て
も
操

作
等
は
出
来
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。
た
だ
、
す
べ
て
の
工
事
現
場
で
活

用
で
き
る
か
と
い
う
と
疑
問
が
あ
り
ま

す
し
、
施
工
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
登
録

な
ど
、
慣
れ
な
い
限
り
難
し
い
と
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
将
来
を
見
通

す
と
人
が
少
な
い
中
で
効
率
よ
く
生
産

性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
当
社
と
し
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
社
内
体
制
等
も

徐
々
に
は
確
立
し
て
い
か
な
い
と
対
応

が
出
来
な
い
と
思
い
ま
し
た
。丁張設置

従来施工

丁張を確認
して施工

重機から降りて
丁張の確認 施工完了

３Ｄデータ登録

ICT施工

車載モニター
確認の施工 施工完了

事故の型別
死亡災害発生状況
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行
事
記
録
（
11
27

〜
12
26

）

11
28	

静
岡
県
建
設
業
協
会
経
営
研
修
会
・
静
岡

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

11
29	

平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
年
金
委
員
研
修
会
・
掛
川

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
講
習
会
・
袋
井

11
30	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
忘
年
会

	

技
士
会
代
議
員
会
・
忘
年
会
・
袋
井

12
1	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
・
静
岡

12
1
～
1
15	

建
設
業
年
末
年
始
労
働
災
害
防
止
強
調
期
間

12
2	

第
八
十
五
回
Ｃ
Ｈ
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会
・
菊
川

12
3	

地
域
防
災
訓
練

12
4	

平
成
二
十
九
年
度
建
設
業
構
造
改
善
実
態
調
査
・
袋
井

12
6	

菊
川
地
区
安
管
協
会
定
例
役
員
会
・
菊
川

12
7	

掛
川
法
人
会
県
法
連
会
長
表
彰
伝
達
式
並
び
に
講
演
会
・
掛
川

12
9	

御
前
崎
市
商
工
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
13	

掛
川
法
人
会
税
務
学
習
会
・
掛
川

	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会
・
忘
年
会

12
15	

年
末
の
特
別
警
戒
及
び
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式

12
21	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

	

中
電
不
動
産
安
全
担
当
者
会
議

	

中
電
不
動
産
安
全
衛
生
協
議
会
浜
岡
地
区
合
同
忘
年
会

12
22	

掛
川
法
人
会
税
務
学
習
会
・
掛
川

行
事
予
定
（
12
27

〜
1
26

）

1
5	

増
田
組
新
年
安
全
祈
願
・
仕
事
始
め
の
式

現
在
、
池
新
田
の
浜
岡
球
場
前
か
ら

屋
後
橋
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
掛
川
浜
岡

線
の
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
作
業
時
間
帯
の
片
側
交
互
通
行
に
て
作

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
月
十
五
日

（
月
）
よ
り
車
道
部
の
地
盤
改
良
を
行
う

た
め
終
日
片
側
交
互
通
行
と
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
事

前
に
迂
回
し
て
い
た
だ
く
な
ど
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
左
車
線
〉

一
月
十
五
日
～
一
月
三
十
一
日

〈
右
車
線
〉

二
月
一
日
～
二
月
十
六
日

※
天
候
に
よ
り
期
間
変
更
あ
り

1月安全努力目標
年度安全標語〈ヒヤリで良かったこの体験次 に 生 か そ う 危 険 予 知〉
平成29年度 建設業年末年始労働災害防止強調期間〈12/1～ 1/15〉
作業安全
・重機使用時での作業エリアの明示
・資材類の強風対策
交通安全
・一旦停止の確実な実施と安全確認
環境目標
・室内・車内の温度でエアコンのON・OFF
を行いましょう

『
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
』
の

期
間
中
、
浜
岡
北
小
学
校
の
子
供
達
が

登
校
す
る
二
箇
所
の
交
差
点
で
登
校
補

助
を
行
い
ま
し
た
。
風
が
冷
た
く
と
て

も
寒
い
朝
で
し
た
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
供
達
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
ま
だ

薄
暗
い
う
ち
に
家
を

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
供
も
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
は
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。 校校

補補

助助

登登
現
場
督
励

十
二
月
に
入
り
、
西
武
建
材
事
務
所

新
築
工
事
に
お
き
ま
し
て
、
現
場
督
励

を
実
施
し
ま

し
た
。
社
長

を
は
じ
め
安

全
委
員
が
朝

礼
に
参
加
し

ま
し
た
。
寒

い
時
期
で
す

が
体
調
管
理

を
万
全
に
無
事
故
・
無
災
害
で
完
成
ま

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

当
社
で
は
、
毎
月
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て

い
ま
す
。
各

現
場
に
て
不

安
全
行
動
の

排
除
と
労
働

災
害
の
未
然

予
防
活
動
と

し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

社
内
安
全
活
動

▲菊川市

浜岡総合運動場第2駐車場

カラオケハウスいこいの広場

旧
東
洋
酒
店
様

〈左車線〉1/15～1/31

〈右車線〉2/1～2/16

牧之原市

▲

N 交
通
規
制
の
お
知
ら
せ


